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(57)【要約】
【課題】　本発明は、毛髪におけるキューティクルリフトアップを抑制し、更に、使用後
の毛髪の手触りやまとまり感がよく、指どおりがなめらかであり、適度なしっとり感、さ
らさら感、潤い感などの優れた質感、良好な艶を毛髪に付与することができる髪質改善剤
及びそれを用いた毛髪化粧料を提供する。
【解決手段】
上記課題を解決するための本発明の特徴は、以下の通りである。
１．植物由来のポリアミン組成物を有効成分とする髪質改善剤。
２．前記ポリアミン組成物は大豆、小麦及びコメのうちの少なくとも１種から抽出したも
のであることを特徴とする請求項１に記載の髪質改善剤。
３．前記ポリアミン組成物はスペルミジン，スペルミンおよびプトレスシンのうちの少な
くとも１種を含有することを特徴とする前記１．又は前記２．に記載の髪質改善剤。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
植物由来のポリアミン組成物を有効成分とする髪質改善剤。
【請求項２】
前記ポリアミン組成物は大豆、小麦及びコメのうちの少なくとも１種から抽出したもので
あることを特徴とする請求項１に記載の髪質改善剤。
【請求項３】
前記ポリアミン組成物はスペルミジン，スペルミンおよびプトレスシンのうちの少なくと
も１種を含有することを特徴とする請求項１又は２に記載の髪質改善剤。
【請求項４】
請求項１～請求項３の何れか１項に記載の髪質改善剤を含有する毛髪化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は髪質改善剤及びそれを用いた毛髪用化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来から、ヘアシャンプー、ヘアトリートメント、ヘアスタイリング剤などの毛髪用化粧
料には、使用後の毛髪に対して、しっとり感、さらさら感、指どおりのよさ、なめらかさ
、手触り感、まとまり感などの優れた質感や良好な艶などを付与できることが求められて
いる。
【０００３】
このような効果を発現させるために、毛髪用化粧料に種々の成分を配合させているが、成
分によっては、肌荒れやアレルギー反応を起こしたり、毛髪用化粧料の安定性を損ねたり
して、充分な効果が発揮されないことがある。
【０００４】
こうした中、肌荒れなどを防止するために、植物エキスを配合した毛髪用化粧料が数多く
提案および開示されている（たとえば、特許文献１参照）。しかしながら、これらは肌荒
れなどを防止することを主眼としており、上述したような毛髪用化粧料に対して本来的に
求められている毛髪に優れた質感や艶などを付与する効果という面では、必ずしも充分と
はいえなかった。
【０００５】
特に、近年、このような毛髪用化粧料に対する要求は高まる一方であり、より優れた効果
を発揮する毛髪用化粧料が求められている。
【０００６】
また、シャンプーは、毛髪特にキューティクル表面上に付着した外界由来、皮脂由来ある
いはヘアケア製品由来の汚れを除去するために広く用いられている。現在市販されている
シャンプーの殆どはアニオン系界面活性剤をベースとするものであるが、斯かる界面活性
剤は、キューティクル表面上から汚れを除去するのみでなく、洗髪過程でキューティクル
自体を脱落させ、パサつきや枝毛、切れ毛を引き起こすといった問題を有している。
【０００７】
斯かるアニオン系界面活性剤によるキューティクルの脱落に関し、本発明者らは、毛髪が
アニオン系界面活性剤水溶液に浸漬されることにより、キューティクルが顕著な膨潤やめ
くれ上がり（以下、「キューティクルリフトアップ」という）を生じ、さらに洗髪過程で
の擦り合いによってそのキューティクルが脱落するという現象を見出し、洗髪過程でのキ
ューティクルの脱落は、アニオン系界面活性剤によるキューティクルリフトアップに起因
することが知られている（特許文献２～４参照）。
【０００８】
【特許文献１】特開２００２－３３８４５１号公報
【特許文献２】特開平３－４８６０９号公報
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【特許文献３】特開昭５９－８４９９６号公報
【特許文献４】特開２００４－１９６７９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、即ち、毛髪におけるキュー
ティクルリフトアップを抑制し、更に、使用後の毛髪の手触りやまとまり感がよく、指ど
おりがなめらかであり、適度なしっとり感、さらさら感、潤い感などの優れた質感、良好
な艶を毛髪に付与することができる毛髪用化粧料用原料及びそれを用いた毛髪化粧料を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
上記課題を解決するための本発明の特徴は、以下の通りである。
１．植物由来のポリアミン組成物を有効成分とする髪質改善剤。
２．前記ポリアミン組成物は大豆、小麦及びコメのうちの少なくとも１種から抽出したも
のであることを特徴とする請求項１に記載の髪質改善剤。
３．前記ポリアミン組成物はスペルミジン，スペルミンおよびプトレスシンのうちの少な
くとも１種を含有することを特徴とする前記１．又は前記２．に記載の髪質改善剤。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】毛髪試料の作成方法を示す図である。
【図２】健常毛のキューティクルリフトアップの状態を撮影した写真である。
【図３】ブリーチ処理を行った毛髪及びその後ポリアミン処理を行った毛髪のキューティ
クルリフトアップの状態を撮影した写真である。
【図４】パーマ処理を行った毛髪及びその後ポリアミン処理を行った毛髪のキューティク
ルリフトアップの状態を撮影した写真である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
以下、本発明を詳細に説明する。
　本発明は植物由来のポリアミン組成物を有効成分とすることを特徴とする。
本発明において用いられる植物原料は、特に限定されるものではないが、例えば双子葉植
物、単子葉植物、草本性植物、木本性植物、ウリ科植物、ナス科植物、イネ科植物、アブ
ラナ科植物、マメ科植物、アオイ科植物、キク科植物、アカザ科植物、マメ科の植物、該
植物抽出物、該植物エキスなどが挙げられる。例えば、サツマイモ、トマト、キュウリ、
カボチャ、メロン、スイカ、タバコ、シロイヌナズナ、ピーマン、ナス、マメ、サトイモ
、ホウレンソウ、ニンジン、イチゴ、ジャガイモ、イネ、トウモロコシ、アルファルファ
、小麦、オオムギ、ダイズ、ナタネ、ソルガム、ユーカリ、ポプラ、ケナフ、杜仲、サト
ウキビ、シュガービート、キャッサバ、サゴヤシ、アカザ、ユリ、ラン、カーネーション
、バラ、キク、ペチュニア、トレニア、キンギョソウ、シクラメン、カスミソウ、ゼラニ
ウム、ヒマワリ、シバ、ワタ、エノキダケ、ホンシメジ、マツタケ、シイタケ、キノコ類
、チョウセンニンジン、アガリクス、ウコン、オタネニンジン、柑橘類、緑茶、紅茶、ウ
ーロン茶、バナナ、キウイ、納豆、豆乳、ダイズエキス、小麦エキス、胚芽エキス、胚エ
キス、果汁、オカラ、コメ胚芽、小麦胚芽、オオムギ胚芽、ダイズ胚芽、トウモロコシ胚
芽、マイロ胚芽、ヒマワリ胚芽などが挙げられる。
好ましくは、単子葉植物や双子葉植物がよく、さらに好ましくはイネ科植物やマメ科植物
がよく、特に好ましくは、トウモロコシ、キノコ類、ダイズ、小麦、納豆、豆乳、オカラ
、小麦胚芽、ダイズ胚芽、トウモロコシ胚芽、ダイズエキス、小麦エキス、胚芽エキス、
胚エキスがよい。特に国民一人・１年当たり供給純食料が多い植物、例えば、大豆、米、
小麦などからポリアミンを回収してもよい。
【００１３】



(4) JP 2013-234149 A 2013.11.21

10

20

30

40

50

ポリアミン組成物を回収する植物組織としては、特に限定はされない。好ましくは、種子
形態、生育過程にあるものである。生育過程にある植物は全体、あるいは部分的な組織か
ら回収することができる。回収できる部位としては、特に限定されないが全樹、花、蕾、
子房、果実、葉、子葉、茎、芽、根、種子、乾燥種子、胚、胚芽、根などである。好まし
くは、果実、葉、茎、芽、種子、乾燥種子、胚芽、胚であり、特に好ましくは、種子、乾
燥種子、胚芽、胚などである。これらのうち特に大豆胚芽、イネの胚芽及び小麦の胚芽の
うちの少なくとも１種を用いることが好ましい。
【００１４】
　また、本願発明の「植物由来」には上記植物から得られる物又はその加工物（以下「植
物加工物」という。）をも含む。この場合、その加工方法は特に限定されないが、植物を
水、有機溶媒、水と有機溶媒の混合物などを用いて、低温、室温、加温条件下での含浸法
、蒸留法、圧搾法、超音波法、超臨界流体法、亜臨界流体法などで抽出物を回収ことによ
り得ることができる。さらに植物や植物から回収した抽出物を発酵させるなどの加工処理
した加工物なども含まれる。例えば植物エキス、豆乳、オカラ、小麦粉、発酵エキス、納
豆などが挙げられる。
【００１５】
　本発明において「ポリアミン」とは、第１級アミノ基を２つ以上もつ脂肪族炭化水素の
総称で生体内に普遍的に存在する天然物であり、２０種類以上のポリアミンが見いだされ
ている。例えば、１，３－ジアミノプロパン、プトレスシン、カダベリン、カルジン、ス
ペルミジン、ホモスペルミジン、アミノプロピルカダベリン、テルミン、スペルミン、テ
ルモスペルミン、カナバルミン、アミノペンチルノルスペルミジン、Ｎ，Ｎ－ビス（アミ
ノプロピル）カダベリン、ホモスペルミン、カルドペンタミン、ホモカルドペンタミン、
カルドヘキサミン、ホモカルドヘキサミンなどが挙げられる。代表的なポリアミンとして
はプトレスシン、スペルミジン、スペルミンがある。
【００１６】
本発明で言うところの「プトレスシン」は代表的なポリアミンの一つで生物体内に普遍的
に存在する一般的な天然物であり、第一級アミノ基を２つもつ脂肪族炭化水素化合物であ
る。「スペルミジン」も代表的なポリアミンの一つで生物体内に普遍的に存在する一般的
な天然物であり、第一級アミノ基を３つもつ脂肪族炭化水素化合物である。更に、「スペ
ルミン」も代表的なポリアミンの一つで生物体内に普遍的に存在する一般的な天然物であ
り、第一級アミノ基を４つもつ脂肪族炭化水素化合物である。
【００１７】
上記「ポリアミン組成物」とは、植物から抽出した成分のうち、上記ポリアミンを含有す
るもののことをいう。
上記ポリアミン組成物の含まれるポリアミンの含有量は特に限定されないが、植物抽出物
の全質量に対し、０．０５％（ｗｔ／ｗｔ）更には０．２％以上であることが好ましい。
【００１８】
植物由来のポリアミン組成物は以下の方法にて製造することができる。
　即ち、植物及び／又は植物加工物を酸性条件下に処し、その後、液体画分を分離するこ
とにより植物由来のポリアミンの組成物を得ることができる。
【００１９】
ここで、「酸性条件下」とは、ｐＨが６以下の条件をいう。精製時に、ｐＨを酸性条件下
にすることにより、植物組織から効率的かつ安定的なポリアミン組成物回収の効果が得ら
れる。
【００２０】
酸性条件下になるように添加する酸溶液としては、塩酸、硫酸、リン酸などの鉱酸、酢酸
、プロピオン酸、酪酸、蓚酸、マロン酸、コハク酸、フマル酸、マレイン酸、リンゴ酸、
乳酸、酒石酸、クエン酸、安息香酸などの有機酸および酸性水が挙げられるが、０．０１
Ｎ～６Ｎの塩酸、硫酸、硝酸、酢酸、リン酸、トリクロロ酢酸、スルホサリチル酸、ギ酸
、クエン酸、乳酸や０．１～１０％の過塩素酸などの無機酸や有機酸などである。
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【００２１】
　また、植物及び／又は植物加工物に含まれていたポリアミンを酸溶液中（液体画分）に
十分に抽出した後に遠心分離や濾過分離によって液体画分を残査や沈殿と分離する。回収
された液体画分にはポリアミンが多く含まれており「ポリアミン組成物」として得ること
ができる。
【００２２】
必要に応じてポリアミン組成物は、イオン交換法、膜分画法、ゲル濾過法、電気透析法で
脱塩処理や精製処理を行っても良く、これらの方法を少なくとも１つ以上実施することで
、より高純度なポリアミン組成物を得ることができる。
【００２３】
本発明の毛髪化粧料は主として上記髪質改善剤を有効成分とすることを特徴とする。ここ
で、毛髪化粧料はシャンプー、リンス、トリートメント等に用いることができる。
【００２４】
ここで、本発明の毛髪化粧料をシャンプーとして用いる場合、上記髪質改善剤と、洗浄剤
、コンディショニング剤等を配合することが好ましい。
【００２５】
洗浄剤として、以下の成分を用いることができる。
アニオン系界向活性剤：脂肪酸セッケン、α－アシルスルホン酸塩、アルキルスルホン酸
塩、アルキルアリルスルホン酸塩、アルキルナフタレンスルホン酸塩、アルキル硫酸塩、
ＰＯＥアルキルエーテル硫酸塩、アルキルアミド硫酸塩、アルキルリン酸塩、ＰＯＥアル
キルリン酸塩、アルキルアミドリン酸塩、アルキロイルアルキルタウリン塩、Ｎ－アシル
アミノ酸塩、ＰＯＥアルキルエーテルカルボン酸塩、アルキルスルホコハク酸塩、アルキ
ルスルホ酢酸ナトリウム、アシル化加水分解コラーゲンペプチド塩、パーフルオロアルキ
ルリン酸エステル等が挙げられる。両性界面活性剤：カルボキシベタイン型、アミドベタ
イン型、スルホベタイン型、ヒドロキシスルホベタイン型、アミドスルホベタイン型、ホ
スホベタイン型、アミノカルボン酸塩型、イミタゾリン誘導体型、アミドアミン型等が挙
げられる。
ノニオン系界面活性剤：プロピレングリコール脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステ
ル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ＰＯＥソルビタン脂肪
酸エステル、ＰＯＥソルビット脂肪酸エステル、ＰＯＥグリセリン脂肪酸エステル、ＰＯ
Ｅアルキルエーテル、ＰＯＥ脂肪酸エステル、ＰＯＥ硬化ヒマシ油、ＰＯＥヒマシ油、Ｐ
ＯＥ・ＰＯＰ共重合体、ＰＯＥ・ＰＯＰアルキルエーテル、ポリエーテル変性シリコーン
ラウリン酸アルカノールアミド、アルキルアミンオキシド、水素添加大豆リン脂質等が挙
げられる。
【００２６】
コンディショニング剤として、以下の成分を用いることができる。
カチオン系界面活性剤：塩化アルキルトリメチルアンモニウム、塩化ステアリルトリメチ
ルアンモニウム、臭化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩化セトステアリルトリメチ
ルアンモニウム、塩化ジステアリルジメチルアンモニウム、塩化ステアリルジメチルベン
ジルアンモニウム、臭化ベヘニルトリメチルアンモニウム、塩化ベンザルコニウム、塩化
ベヘニン酸アミドプロピルジメチルヒドロキシプロピルアンモニウム、ステアリン酸ジエ
チルアミノエチルアミド、ステアリン酸ジメチルアミノプロピルアミド、ラノリン誘導体
第四級アンモニウム塩等が挙げられる。
【００２７】
本発明の毛髪化粧料をヘアリンス、ヘアトリートメントとして、上記髪質改善剤と用いる
場合、通常、油剤、コンディショニング剤、乳化剤等を用い、更に増粘剤、安定化剤、保
湿剤、防腐剤等を配合することが好ましい。
【００２８】
このとき、油剤として、高級アルコール、高級脂肪酸、エステル油、炭化水素油、天然油
シリコーン油等をもちいることができる。具体的には、以下のものを用いることができる
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。
（１）高級アルコールの例
ラウリルアルコール、ミリスチルアルコール、セチルアルコール、ステアリルアルコール
、イソステアリルアルコール、オレイルアルコール、ベヘニルアルコール、２－エチルヘ
キサノール、ヘキサデシルアルコール、オクチルドデカノール等が挙げられる。
（２）高級脂肪酸の例
カプリル酸、カプリン酸、ウンデシレン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、
パルミトレイン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレ
ン酸、アラキン酸、アラキドン酸、ベヘン酸、エルカ酸、２－エチルヘキサン酸等が挙げ
られる。
（３）エステル油の例
トリ２－エチルヘキサン酸グリセリル、２－エチルヘキサン酸セチル、ミリスチン酸イソ
プロピル、ミリスチン酸ブチル、パルミチン酸イソプロピル、ステアリン酸エチル、パル
ミチン酸オクチル、イソステアリン酸イソセチル、ステアリン酸ブチル、ミリスチン酸ブ
チル、リノール酸エチル、リノール酸イソプロピル、オレイン酸エチル、ミリスチン酸イ
ソセチル、ミリスチン酸イソステアリル、パルミチン酸イソステアリル、ミリスチン酸オ
クチルドデシル、イソステアリン酸イソセチル、セバシン酸ジエチル、アジピン酸ジイソ
プロピル、ネオペンタン酸イソアラキル、トリ（カプリル・カプリン酸）グリセリル、ト
リ２－エチルヘキサン酸トリメチロールプロパン、トリイソステアリン酸トリメチロール
プロパン、テトラ２－エチルヘキサン酸ペンタエリスリトール、カプリル酸セチル、ラウ
リン酸デシル、ラウリン酸ヘキシル、ミリスチン酸デシル、ミリスチン酸ミリスチル、ミ
リスチン酸セチル、ステアリン酸ステアリル、オレイン酸デシル、リシノレイン酸セチル
、ラウリン酸イソステアリル、ミリスチン酸イソトリデシル、ミリスチン酸イソセチル、
ミリスチン酸イソステアリル、パルミチン酸イソセチル、パルミチン酸イソステアリル、
ステアリン酸オクチル、ステアリン酸イソセチル、オレイン酸イソデシル、オレイン酸オ
クチルドデシル、リノール酸オクチルドデシル、イソステアリン酸イソプロピル、２－エ
チルヘキサン酸セトステアリル、２－エチルヘキサン酸ステアリル、イソステアリン酸ヘ
キシル、ジオクタン酸エチレングリコール、ジオレイン酸エチレングリコール、ジカプリ
ン酸プロピレングリコール、ジ（カプリル・カプリン酸）プロピレングリコール、ジカプ
リル酸プロピレングリコール、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、ジオクタン酸ネオ
ペンチルグリコール、トリカプリル酸グリセリル、トリウンデシル酸グリセリル、トリイ
ソパルミチン酸グリセリル、トリイソステアリン酸グリセリル、ネオペンタン酸オクチル
ドデシル、オクタン酸イソステアリル、イソノナン酸オクチル、ネオデカン酸ヘキシルデ
シル、ネオデカン酸オクチルドデシル、イソステアリン酸イソセチル、イソステアリン酸
イソステアリル、イソステアリン酸オクチルデシル、ポリグリセリンオレイン酸エステル
、ポリグリセリンイソステアリン酸エステル、炭酸ジプロピル、炭酸ジアルキル（Ｃ１２
－１８）、クエン酸トリイソセチル、クエン酸トリイソアラキル、クエン酸トリイソオク
チル、乳酸ラウリル、乳酸ミリスチル、乳酸セチル、乳酸オクチルデシル、クエン酸トリ
エチル、クエン酸アセチルトリエチル、クエン酸アセチルトリブチル、クエン酸トリオク
チル、リンゴ酸ジイソステアリル、ヒドロキシステアリン酸２－エチルヘキシル、コハク
酸ジ２－エチルヘキシル、アジピン酸ジイソブチル、セバシン酸ジイソプロピル、セバシ
ン酸ジオクチル、ステアリン酸コレステリル、イソステアリン酸コレステリル、ヒドロキ
システアリン酸コレステリル、オレイン酸コレステリル、オレイン酸ジヒドロコレステリ
ル、イソステアリン酸フィトステリル、オレイン酸フィトステリル、１２－ステアロイル
ヒドロキシステアリン酸イソセチル、１２－ステアロイルヒドロキシステアリン酸ステア
リル、１２－ステアロイルヒドロキシステアリン酸イソステアリル等が挙げられる。
（４）炭化水素油の例
　スクワラン、スクワレン、流動パラフィン、α－オレフィンオリゴマー、イソパラフィ
ン、セレシン、パラフィン、流動イソパラフィン、ポリブテン、マイクロクリスタリンワ
ックス、ワセリン等が挙げられる。
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（５）天然油の例
　牛脂、硬化牛脂、豚脂、硬化豚脂、馬油、硬化馬油、ミンク油、オレンジラフィー油、
魚油、硬化魚油、卵黄油等の動物油およびその硬化油、アボカド油、アルモンド油、オリ
ーブ油、カカオ脂、杏仁油、ククイナッツ油、ゴマ油、小麦胚芽油、コメ胚芽油、コメヌ
カ油、サフラワー油、シアバター、大豆油、月見草油、シソ油、茶実油、ツバキ油、トウ
モロコシ油、ナタネ油、硬化ナタネ油、パーム核油、硬化パーム核油、パーム油、硬化パ
ーム油、ピーナッツ油、硬化ピーナッツ油、ヒマシ油、硬化ヒマシ油、ヒマワリ油、ブド
ウ種子油、ホホバ油、硬化ホホバ油、マカデミアナッツ油、メドホーム油、綿実油、硬化
綿実油、ヤシ油、硬化ヤシ油等の植物油およびその硬化油、ミツロウ、高酸価ミツロウ、
ラノリン、還元ラノリン、硬化ラノリン、液状ラノリン、カルナバロウ、モンタンロウ等
のロウ等が挙げられる。
（６）シリコーン油の例
ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、メチルシクロポリシロキサン
、オクタメチルポリシロキサン、デカメチルポリシロキサン、ドデカメチルシクロシロキ
サン、メチルハイドロジェンポリシロキサン、ポリエーテル変性オルガノポリシロキサン
、ジメチルシロキサン・メチルセチルオキシシロキサン共重合体、ジメチルシロキサン・
メチルステアロキシシロキサン共重合体、アルキル変性オルガノポリシロキサン、末端変
性オルガノポリシロキサン、アミノ変性シリコーン油、アミノ変性オルガノポリシロキサ
ン、ジメチコノール、シリコーンゲル、アクリルシリコーン、トリメチルシロキシケイ酸
、シリコーンＲＴＶゴム等が挙げられる。
【００２９】
コンディショニング剤として、カチオン系界面活性剤、シリコーン油等を用いることがで
きる。
カチオン系界面活性剤として、上述したシャンプーと同様の成分を使用することができる
。更に、シリコーン油についても上述した油剤に使用するものと同様のものを使用するこ
とができる。
【００３０】
乳化剤として、カチオン系界面活性剤、ノニオン系界面活性剤等をもちいることができる
。ここで、カチオン系界面活性剤として、上述したシャンプーに使用したものと同様のも
のを用いることができる。
またノニオン系界面活性剤として、PEG-80水添ひまし油、POEセチルエーテル等のPOEアル
キルエーテル、POEプロピレングリコール、モノステアリン酸ソルビタン等を用いること
ができる。
【００３１】
増粘剤としては、例えば、ヒドロキシエチルセルロース等を用いることができるが、これ
に限定されない。
【００３２】
安定剤としては、例えば、グリセリン、プロピレングリコール、ブチレングリコール、エ
タノール等を用いることができる。
【００３３】
尚、本発明の髪質改善剤は、これらの他に、整髪剤（ヘアジェル、ヘアワックス、ヘアク
リーム、ヘアスプレー等）、ヘアカラー剤（酸化染毛剤、酸性染毛剤、非酸染毛剤等）、
育毛剤等にも用いることができる。
【００３４】
　本発明の毛髪化粧料の調整法は、特に限定されず、各用途に応じた成分と、上記髪質改
善剤とを配合して、均一になるように攪拌・混合等を行なえばよい。
【実施例】
【００３５】
米胚芽由来のポリアミン組成物の製造
脱脂米胚芽（120ｋｇ）を含水エタノール（４５ｗｔ％）で抽出して脱脂米胚芽抽出物を
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得、その脱脂米胚芽抽出物に４倍量の水を添加し、更にクエン酸を添加してpＨを酸性に
調整して、室温にて抽出した。その後、遠心分離や濾過分離によって液体画分を残査や沈
殿と分離し、回収された液体画分を「ポリアミン組成物」として得た（約５０ｋｇ）。な
お、本実施例のポリアミン組成物はポリアミンとして0.33％含有していた。
【００３６】
毛髪試料の作成
毛髪試料の作成は図１に示される方法にて行った。
　化学処理を行っていない同一人毛を用いて毛束を作成し，全ての毛束にシャンプー処理
（ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸ナトリウム水溶液（固形分2.0 %）に40℃で3
0分間浸漬し，その後流水洗浄）し，ドライヤー乾燥したものをシャンプー処理のみの健
常毛試料とした（図１の（１）Norma1）。
　また，シャンプー処理後，ブリーチ処理・パーマ処理を3回ずつ繰り返した試料をそれ
ぞれ損傷毛試料（ブリーチ：図１の（２））・損傷毛試料（パーマ：図１の（３））とし
た。
　ブリーチ処理は次の方法で行った。即ち、1%アンモニア，3%過酸化水素溶液に毛髪を浸
漬し，30℃にて40分間放置後，流水洗浄しドライヤー乾燥した。この操作を3回繰り返し
た。パーマ処理としては，市販のパーマ液で手順に従いパーマ処理を行った。3回パーマ
処理の操作を繰り返し，流水洗浄しドライヤー乾燥した。
　損傷毛髪を固形分0.5 %に調整したポリアミン溶液（米胚芽抽出物水溶液）に浸漬し，4
0 ℃で10分間振とう後，流水洗浄しタオルドライ後ドライヤー乾燥した。この操作を10 
回繰り返し，ポリアミン処理（ブリーチ：図１の（４））試料とポリアミン処理（パーマ
：図１の（５））試料とした。健常毛・損傷毛・ポリアミン処理毛の各試料は一晩室温で
放置した物で評価を行った。
【００３７】
試験例
走査型電子顕微鏡（SEM）による毛髪表面の観察
試験方法
ポリアミンによるキューティクル修復作用を確認するため，走査型電子顕微鏡（JSM-5400
 SCANNING
MICRO SCOPE : 日本電子社製）で健常毛，損傷毛髪，ポリアミン処理毛の毛髪表面をそれ
ぞれ倍率を変えて，様々な倍率で観察した。その結果を図２（健常毛試料：（１）Norma1
）、図３（ブリーチ（２）及びブリーチ+ポリアミン処理（４））、図４（パーマ（３）
及びパーマ+ポリアミン処理（５））に示す。
【００３８】
結果及び実施例の効果
図２に示すように、健常毛試料はキューティクルの状態は良く，キューティクルはリフト
アップしていなかった。図３に示すように、ブリーチ処理を繰り返した毛髪のキューティ
クルの状態は悪く，リフトアップ（キューティクルのめくれ）を認めた。しかし，その後
にポリアミン水溶液に浸漬させて処理した毛髪はキューティクルのリフトアップを認めな
かった。（キューティクルの損傷が改善した。）
更に、図４に示すように、パーマ処理を繰り返した毛髪のキューティクルの状態は悪く，
リフトアップ（キューティクルのめくれ）を認めた。しかし，その後にポリアミン水溶液
に浸漬させて処理した毛髪はキューティクルのリフトアップを認めなかった。（キューテ
ィクルの損傷が改善した。）
　以上により、本実施例のポリアミン組成物は、キューティクルのリフトアップを抑制す
ることが確認された。
【００３９】
本発明による髪質改善剤の配合例を示す。
配合例１：シャンプー
POEラウリルエーテル硫酸ナトリウム　　　３０．０ｗｔ％
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ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド　　　　　　４．０
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　０．２
安息香酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　３．０
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　０．１
髪質改善剤　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
乳酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０ｗｔ％
【００４０】
配合例２：リンス
ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　３．０ｗｔ％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　１．５
ステアリルアルコール　　　　　　　　　　　１．０
流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　１．０
塩化ステアリルトリメチルアンモニウム　　　０．７
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　０．２
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　０．１
プロピルパラベン　　　　　　　　　　　　　０．１
髪質改善剤　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０ｗｔ％
【００４１】
配合例３：トリートメント
ベヘントトリモニウムメトサルフェート　　　　　２．５０ｗｔ％
セテアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　２．５０
ミリスチン酸ＰＰＧ－３ベンジルエーテル　　　１０．００
水添ポリイソブテン　　　　　　　　　　　　　　５．００
酸化防止剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
ブチレングルコール　　　　　　　　　　　　　　５．００
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　０．２０
髪質改善剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．００ｗｔ％
【００４２】
配合例４：ヘアジェル
カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　０．７ｗｔ％
ポリビニルピロリドン　　　　　　　　　　　　　２．０
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
エチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　２０．０
ポリオキシエチレンオクチルドデシルエーテル　　２．０
髪質改善剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
キレート剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　適量　　
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量　　
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００４３】
配合例５：ヘアワックス
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ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　５．０ｗｔ％
ミリスチン酸イソプロピル　　　　　　　　　　４．０
コハク酸ジ2エチルヘキシル　　　　　　　　　４．０
キャンデリラロウ　　　　　　　　　　　　　　３．０
マイクロクリスタリンワックス　　　　　　　　５．０
ポリオキシエチレンセチルエーテル　　　　　　０．３
高重合ポリエチレングリコール　　　　　　　　０．３
髪質改善剤　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
キレート剤　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　０．５
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　適量　
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量　
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０　
【産業上の利用可能性】
【００４４】
　以上、説明したとおり、本発明は、毛髪におけるキューティクルリフトアップを抑制し
、更に、使用後の毛髪の手触りやまとまり感がよく、指どおりがなめらかであり、適度な
しっとり感、さらさら感、潤い感などの優れた質感、良好な艶を毛髪に付与することがで
きる髪質改善剤及びそれを用いた毛髪化粧料を提供することができる。

 

【図１】
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